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オ-プンアプローチの学びによる数学授業の賞の改善
一中学校牡学科における新たな授業カリキュラムの開発と研究一
高畑 宏之
岡山県津山市立鶴山中学校
要 約
学力の低下が叫ばれ､学びに対する主体性の欠如が指摘されている今日､子どもたちの数学的な学びの価値を揺さぶ
り､自立した学びの主体を育てる授業像を具現化していかなければならない｡そのためには､従来とは異なる楓蕪をも
つ数学授業を構成していく必要がある｡本研究では､オープンアプロ-チによる数学的活動に着目したOまず､聾者の
抱える問題意識や経験に基づき｢目指す数学授業懐｣を作成した｡そして､数学の授業で自ら学ぶ藷欲を高めるために､
協同的 ･表現的 ･反省的に授業を構成していくことにより●､子どもたちの数学に対する音識 (数学に対する学習意欲)
がどのように変化するかを明らかにしていきたいと考え､検証綬菜 (平成17年度4月から11月にかけて所属校にて実
施)をおこなったoその結果､:l信者の提唱する授業は､生徒の情意面に良い彩轡を与えるという示唆を得た.本研究を
通して､自ら学ぶ意欲を育てていくための数学授業及び数学投薬カリキュラムのあり方について考察していきたい｡
1.研究のねらいと研究収税
授業で確かめたかったことは､数学に対する学習意欲
の向上である｡本研究では､上記の研究動機をふまえ､
【研究仮説】
｢オープン7ブロー チによる数学的活hLJを継続
的に設定することにより､協同的.表現的.反省~
的に授業を展開していけば､生徒は知的好奇心が
誘発され､数学を考える楽しさを味わいながら資
欲的に授葉に取り組み､自ら学ぶ学習者欲を高め
【オープンアプローチによる数学的活動】
オープンアプローチによる学びを軸にした､学習
意欲を高めるための｢方法的な工夫｣､そして､按葉
の質の改善のための ｢PCDSSサイクル (学習過
檀)｣､それらに基づく相互主体的なアプロー チのこ
とをここでは､｢オープンアプローチによる数学的括
次のような研究仮説を立てた｡所属校の3年の適訳授業
全 9時間を､｢オープンアプローチによる数学的活動｣
の問題を中心とした授業で展開することにより､研究仮
説の有物性を検証した｡
2.研究の内容と方法
(1)オープンアプローチの学びについて
思考の質を高めていく学習方法としてオープンアプロ
ーチという接近法がある｡島田茂 (1995)は r解答が一
意に定まらないような問題場面を題材として､そこに内
在する解答の多棟性を積極的に利用することで授業を展
弘故付け - - 1楕軌的 -1 協同的 -. 表現的 -. 自己評価
(解決過程をす-て官定杓に受け止め､相互主体的にアプローチしていく)
開し､その過程で､既習の知識 ･技能や数学的な考え方
をいろいろ組み合わせて新しいことを発見していく縫験
を児童･生徒に与えようとする学習活動｣と述べている｡
つまり､この方法は思考の拡散と収束ができる一つの学
習ソールである｡筆者は､この数学的活動の良さや可能
性について改めて考察してみた｡メリットとして､次の
ような責があげられる｡
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オー プンアプロ-fのメリット】
手首が /)(こ'jiIまらないO多4,-VJ.LI.Llができる川拙こl上す7Uことで､･丁'))'1:I:rm繰なく､すべてu)/とも/I,の放▲抑】nW･Jが仙砕でき乙J(糾,良作の.!川 :r
空文か/Hか.TJiJTt仙o};''.J'lスタイルへF.I:換できJ乙｡(招文机のパラダイムLl･1娘)
.■火よりも｣糾■lJTL伽の;',LJlであ7山 人ひとりu)々 え)Jのよさをみとめ､Jr,少り化しrJ:い｡.^vIJ針.,urけることをJljiして､｢々 え7i,･R:しさ｣｢わかか■仰jを人仰
し､l'l'/汁)iえをlJ桝迩してい(7'LIセスを人tJ)にす7U｡こu)TIJ､により､小目JIの.I:I.1人でu)｢J≦える人t)Jさや火しさ｣をIrA･わJ)ことができる｡(汝1'o)本'fJEt
ふれる･公しさ〉
/I祉 u)山 と々 1flJW二120%J'･.PL.F.I,V,fi;J'Lておくことで､恥=二I.L･した指ノ即 ,Jr2J戊(r')"州ができる｡(杵.∫.I;'と.ILlrIV)1本化)
&_lHl組付I'-))のlIJL,於●〃 トの放紳叫抑 V)-Jに｢(ilJ述作のJk健であZJLL々)JのT'LIJkJがある｡此'.1Iv)JIE.:･'i/1,総Nl'･Jに川い7J促会を')え､/どもナこちの
慨なゼえJJI.1'fJ･成すLことができる(｢′ト.きるノJ｣のfrJ'i)
以上のような点から､学ぶ側を中心とした授業へと質
の転換ができる｡そして､何よりも大切な生徒の心への
アプローチ (意欲向上)が可能であると考え､実践に取
り組んだ｡
(2)研究実且の異体的な手立て
r思考力こそが創造性を育む基礎であり､21世紀型学
力の要である｣と言われる｡筆者は､学力のコア (核)
な部分は｢学ぶ意欲｣｢学ぶ楽しさ｣であると考えているO
そのための控紫改善の視点として次の5つの具体的な活
動を提案したい｡筆者が提唱する ｢目指す数学授業像｣
と研究仮説の有効性を検証するための具体的な授瀧改善
点等をまとめる次のようになる｡(5つの授業改善点につ
いては資料3を参照のこと)
1次 オリエンテーション 奇談調査
2次 平行線 と角 (オープンプロセス)
3次 ブーメランの角の和 (オープンプロセス)
資料 l授業デザイン(生徒提示資料)
4次 問題づ くり (オー プンプロ7'レム)
5次 -学期の反省 意汲調査
6次 i勤R授業のまとめ (二学期)
資料2PCDSSサイクル図
⑤sHA旺
価値の共有
練り合い
妄iカー
育成 1＼ノ
ノ②cHECK
一二､
Tl'1 ,/完vi.義
蒜ム転 も D.(実績 チ抑 惑
自力&小集団に
よる同産解決
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資料3具体的な授業改善点
改善の柱 改善の観点 現状分析 蒙昧づけ 改善点と工夫 授業イメ､-ジ
初 活 牧師伝達の授 授業のマン 生徒が主体的に活動 オープンアプロー チによる 数学の授業に対す
の 勤 業スタイルか ネリ化o授 する場面を増やすこ 学習方法の導入o数学は解 る興味関心を高め
ア 的 ら生徒の滴動 業が説明中 とで､数学に付する興 答が一つだけというイメ- ることができるo
プ 数 重視のスタイ 心になって 味関心を高め､能動的 ジがあるoLかし､問題を 全員が何らかの反
ロ 学 ルへの転換 (数 いるo な態度を養うことが 末完結な形に工夫し利用す 応ができ達成感を
I 学的活動の垂 できる○数学的活軸を ることで､個に応じた多様 味わえる○
チ 視) 通して ｢考える｣｢学 な授業展開をすることがで
と ぶ｣ことの大切さ楽し きる〇千ともたちの自由な
心のアプロ さを味わえる○ 発想を引き出すことが可能である○協 小グループ活 人間関係や ′｣､グループでの活動 自力解決のあとに必ずブル 他者との対話を通
l 同 勤 (他者との対 対人関係が を取り入れることで､ -プでの交流やグループ解 して､新しい発見
チ初の 的 請) 希 薄 で あ 仲間と学びあうこと 決の時間を設定するo や気づきがあり､
敬学 る コこユ ができる0人間は他者とともに学ぶ存在である○他者からの気づきを得 ことができる○数学的コミュニケーション力を育成す必要がある○ それが理解の定着につながるo
0 ヽニケ-シヨン能力が低いo
衣 放,了'-を衣BlLJLA-i.Ii-米ばかり'}-i 紙状TI:硯ではなくプロ七 作目がFl/Jの柳谷をhl低 1,.1は ～.;鮒をしっかりする
Jl する71-軌 (,-lJitJ.. にするoなぜ スTl(.l払.LP1号の鮒 tや みんなのlJiLで公表し,クラス全 ことで川.;.Iをもって
的 軒く.訂.-すノJの骨 そうなるの 慮伴性をfFtT必変があ 体で父.bfLする維会を没定0日1.-:'発髭できる○火別する
致 a) か?租拠を,.:A るO,liL考を外化すること がない小.従には絹if指ノ#1.をおこ .JfUfを仙漢できる.
JIiL= 1円することができない′r:.ui,が多いo の大切さoアウトプットして本物のノJになる. なうo
Jk El己i1;.mliLT.dr'b(l] I:lらサぷl'll/'.′l-1従のFB&赦師のFB Q)=rlり位,FtとするO②毎日L'i-PHお '●;'二Ylを触り返る絹仰
竹 Li内村.;IT.-.jLiり返 したノデ:円満.が &指将と.粁価の一体tL こなうo③仝flに,^パンを入れ が如こつく.;I-LT>lJの,.luT:
的 る力の脊砿) 育っていな 牡従nらに○とXをtxI別 て､コメントを入れて返す.Q) 秩/)'けになるo/f:,'diu)
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放tを･Lr'ぶ本riに
触れる柴しさや血
1rTさu)追求 (Ir'J;;
C.:滋や仙仙)
別場でJILkしろ
もっとも人き
な.,父池は､/
ともたちu).C.
秋の減iiであ
るO;('●)Jlt卜
が'Jいこなる
が､･､rYHir.'oVx
の減iiはもつ
と深刻であ
ら.lit.'L■､かつ
TnAlなL.'日比で
ある｡
(3)代表的事例の指斗案
第3次学習指導案(第1時､第2時)
gJu慨付けには人きく2/J
u)劫mJiある｡｢外先的山
階伸 ナ｣と ｢1人悦的JI'A機
1､｣け｣であるO 1^'ir'/,r;.秩
を.･JJめるのに､とちらが
よりJi)J火的かは 雌には
iJtめられない｡外(/)なも
a)a)効火はや7J,^Lを1)rlす
u)には効肘f)であるが､
杓火に1['JLナたlこい日でみ
ると､t人j発(fJなものの･､r
iJ)=こ対す7JJ甘■L/)'けが人
JAITrL公にな-)てくる｡
①TA的な臥■しかりの○仙ナス
トー ク腫 NLP(rJt)な臥'.･から
の何州Bi,バ ノクトラノキンク址
などをiTIJHしてのラポールづく
り③ピJ/マリオン仙火u)山人7.T.
JIIQ)PCDSSの/L/tJkfr成マネ
ジメントサイ/ルを.･1.日搬した柁
濫貼l,鳩)ttl(lJt)u爪IL､ヤ両l心､
探究心を誘うよ=)な1日.J拙Ii悦と
耶也拙小 (VAKの.I:･.搬)(釧 】
払づくりによる汀巨劫｢fJなi-.Td加/)
⊥人①ITi.T.川(釦1過紙による
仙 J.けnlM 丈nLJのILLいFとも
秋とJU糾J･uq
′lj'門をや7)うとする
｢Ijl.1心｣や｢1.'りF,L､｣
がLl/1える｡/i'ljtとu)
山女/な人目-rjLU係が築
かれる｡'､;'ぶ広軌が.･JJ
まれば､榊かな;(I-))の
l'lHへつながる.
○;j‥門"製勉についてnLli湖 心をIILち､,LT.欲的に収り組むことができる｡
OLlJt'Jl岬J形の∠Xの人きさを､i-I'JJLなりの比)JT,J;えノJでいj出願iAおよび追求する
07'門課也について､いろい7)なノJ法を小1Jiト什や;r'級射Jlで触り卜げることができ､
のよさに'^〔づくことができる｡
ことができる｡
政一?'･的なLtL)JやJfえノJ
1.日lJlr!Tu)触㌍Ilをする｡
2.本帖 u)/r'こ>rVlJ.潔地をGlriJ.する｡
･二三 f l7_-･三 ､､･
･;F'?/7 -′イルやE]LL.汁nLhから､前日与は ｢iiTr線の1(J｣の
川組について∴習/をしたことを想起させる｡
･fJ･'うりJ銀地をL'l小し､本棚は ｢多角彬のJlJの利｣を求める
L:J拙 (オープンプロセス)に雄雌することを仙Lt,せる｡
3 次 【芸司形 くオ - プ ニ/プ ロ セ ス )
学 習 課 先真 ｢ 多 角 形 の :角 の 辛 口｣一一d一･.だく)一 .-b --1く)- _.- Cこ÷王手<r l
(rノと て三㌢. ′ハ トく(7ン .火ここぎg yn L､モbL､1JrJ ノイiJh
ETT下FA′1r D.JLJ二二㌧ l_
lJbl-,Tn● ノ′二>√ 一二>く
.二 〇 月■- t,O b
3.日力脈状で/i:r'PE.淡地を解く｡
･JI:I :･_I _:i-A･号
話し合い､追求する｡
(1)'t征一･人ひとりが追求プリント
をもとに､白分の考`え力を.5川-7する｡
(2)友達の説明で疑問に思ったこと
や仏僧などを出し合って､話し合う｡
(3)追求した内省を模造紙にまとめ
る｡
･rI'JTが別派した見方や考えfJをはっきりと,C.'乱させるた
･状況にI.LT.じて､考えるヒントをイムえるO (補助線､T'行
線,多汁角､rnH;LfE1､三PJ形のFL)Jl)の和など)
･0付けIiL-により､ 一人ひとP)のEtB乃JfF史をチェックすると
ともに純分です娼により解決怒秋をもたせる｡
･小熊川内でu)p76-し合いが活発に行なわれるように適切な
支J,Tlを行う｡
･隼祉 一人ひとりの考えを埠_qiL認める.
･朋決方法がみつからない生従には､生従の思考辿稗に
あった力法を7 ドバイスする｡
･追求した付.,iをわかりやすく横道紙にまとめさせ'るo
･(,恕される反応例∋いずれも補助織を引いての解答が予
想される｡
①l功形を2つの三州 Fiに分けて求める方法
②.V･行粗の性質を利用する方法
J∫､にすべての
-76-
'7'l/7-jrイル
1'lL1.1欄 カー ド
コンヒュ一夕
プロジェクター
課訂Iirl求プリント
5.学級集団で学習課題の解決につい
て話し合い､追求する｡
(l)グループの発表を聞く
(2)発表した内容について疑問があ
れは出し合い､検討や考察を行ない､
練り上げる｡
(3)練り上げ発間 rFの多角形の形
を変えたらどうなるだろう?｣ につい
て考える｡
6.榔 まとめを与夏空:)
･学級集団での話し合いが活発に行なわれるように､適切
な支援を行う｡
･次のような視点から練り上げを行うように留貴する｡
G)発表内零が理解し納得できるか｡
くさ疑問に思うことはないか｡
③同じ見方や考え方はないか｡
(むそれぞれの解決方法のよさに気づいたか｡
(9新しい発見や気づきはないか｡
･独り.一心､により､′1.従のつぶやきをJmA'.Jし､乍ilでql.J.する｡
･本時を頼り返らせ､まとめをする｡
･補助線を引くことで､三角形の内角の和や平行線の性質
が使えるようになる解取の考え方を意言鼓させたいo
･自分で考え､自分の貴兄を論理的に説明し､表現し､伝
えるプロセスを大切させる｡数学を創造していく楽しさと
自らの考えを人に伝える音びを味わわせたい｡
･自己評価カードにまとめをさせる｡
コンピュータ
プロジェクター
自己評価カード
(4)検旺授業に関する意識調査
①選択数学の授業前後の意識調査
検証授業の実施学級生徒 (津山市立鶴山中学校3年選
択数学受講者 18名)を対象に､選択授業の事前 (5月)
と事後 (7月)に密語調査Iをおこない､実施前の調査
結果を比較することにより､オープンアプローチの数学
資料4 授業プリント
3.研究の結果と研究便悦の青葉
(1)代表的事例の生徒反応
オープンアプローチによる指溝では何を課題とするか
資料6予想された主な反応例
授業に対する
生徒の意識の変容を調査する｡
②毎時間の自己評価による恵弛調査
鑑時間の授業終了時に調査を行い､オープンアプロー
チの数学授菜に対する生徒たちの忠弘の変容を調査する｡
③検証授業終了後の生徒感想
資料5自己評価表
Frt 日時 苧甘!吉和 自己評45A8Cで計価
■J*JEの&丑【+日の0(わかつたこ8 ､十日のXlわかちなかつT==L).モa)他にAI味をもつT=ことなど自分の,ultいや♯えを文書で記 -JJ味AFl､､tr )
入する.) /一~､し ･食欲墳丘( I-知主B7SAE)一也含Jf拓(●dJL■1ーtt1▼14■⊂
が､その学習成果を大きく左右する｡ブーメランの問題
では次のような反応があった｡
⑤ 蒜 蒜 - を 引 き - 2 - の - 角 形 に - け る
千.｣ ∵ ∴ ∴宵
三三舟 三拝壬の タ十角 の '｢生 官 を 1tE う ○
77R肋 斤JRを 弓 rき ､ 2 つ 0)三 メ■形 を -つ く る ●
li_;_∴
資料7 予想されなかった想定外の反応例
2｡.jt/^{., . t～.….V.小…hH..二二ま ここゝ 30_
三 ■■形 0)｢勺 角 cr)jF恥ヨ:180● だ カ らヽ
60- + 20● + 30- + ∠ d + ∠ eb- 1801
∠ d 十 _ie.=- 180● - 100● = 80●
よ て>て ､ 1王∃O' - 壬∋0- = 100ー
(ら -JP - - iZ2 相 - - < -2O}::-i i S ?IT} 5;i_.忠
~ー一一㌧ .一責了㌔)一一一一
ー77-
22lBDとCD延長+四角形の内角の和
四角形の内角の和は 360○だから
360〇一110〇一100〇 一50°
-360○-26○○-loo°
資料8観点別正反応表(授業後)
24平行四辺形と対称性班.′ヘ 左の回から./ヽ一＼
,/＼ 2.Z2.y/.% .霊 .+:5Tw.
＼ ′ ∠y=BU二七㌢ざ曳 2∠x--,S '-憲 一80'し /:J =20'
I?Or＼∠-7AO! ∠x-10.
(塾 B C i▲紹 + 平 行 四 辺 誓 誓 竺 ご 7 ..20ニ;,:貪;要 望 忘 ヂ/I,≡.,W ■〆ノ
数学的な観点 数学的思考の質 人
(見方､考え方) (斬新さや独創性) 敬
観点A 三角形をつくる (BD延長&内角の和) ① 6
三角形をつくる (CD延長&内角の和) ① 7
晩年B 三角形をつくる (BD延長&外角の和) ② 1
三角形をつくる (CD延長&外角の和) (9 4
観点C 三角形をつくる (AD延長) ③ 0
観点D 三角形をつくる (BC連結) ㊨ 1
観点E 平行線を利用 (1点集中刑) 在住吃⑲ 0
観点F 平行線を利用 (分散型) ⑬⑳ 0
観点G 平行線を利用 (辺の延長型) 1314 6 189 0
晩年H 平行四辺形をつくる (9 1
観点Ⅰ★ BD､CD延長で内部に四角形をつくる ㊨ 3
観点J★ 凹型四角形の内角の和 ㊨ 2
観点K★ 平行四辺形と対称性 ㊨ 1
観点L★ ∠Bと∠Cの二等分線作図 ㊨ 1
観点M★ BC連結&平行四辺形作図 ㊨ 1
(症)番号は資料6､7の反応例の数字を示す｡
(荏)★印は予想外の反応を示す.
(2)意脚 査の集計結集
3年通釈数学において､オープンアプローチによる数
学的活動を軸とした授業をおこなった｡そして､仮説の
有効性を意識調査から検証してみたO具体的な事例とし
て ｢ブー メランの閃亀｣をあげたが､その他の図形問題
に対しても､子どもたちは,な欲的に取り組むことができ
たOその結果､オープンアプローチによる関越を中心と
した授業を継続的に経験させながら､各段階 (PCDS
Sサイクル)で教師側の工夫と改善を加えることで､生
合計 28正反応
徒の数学に対する学習者欲に良い変化を与えたことがわ
かった｡授貰前 (平成17年5月10日)と授業後 (平成
17年7月12日)で意馳調査を実施し､意欲の変容を比
較してみた｡すると､生徒の学習意欲の一つの指標であ
る項Elごとの評価平均点がほとんどの調査項目でアップ
している｡(資料8を参照｡ダウンしたのは10番だけ｡
6番は逆転項目｡)このことにより､研究仮説は立証され
たと考える｡
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資料8意識調査の集計結果
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4.PCDSSサイクル学習過程の考察
授業の学習スタイルとして､｢課題提示｣=汀自力解決｣
⇒ ｢′｣､グループでの話し合い｣⇒ ｢躯団討謙 (練り上
桝｣⇒ ｢まとめ｣という学習のプロセスをとった｡これ
は､学習を通して生徒の ｢生きる力｣を向上させていく
｢PCDSSサイクル｣のことであり､企業がよく使う
マネジメントサイクルの教育版である｡
まず､｢P∫an段階｣では､授業の全体像(デザイン)
を子どもたちに施示する｡生徒一人ひとりの習熱に応
じて､いろいろな見方や考え方が引き出せるように学習
課題をオープン化した｡また､コンピュータ等を利用し
て視覚 (Ⅵsual)に訴え､学習唐欲を喚起できるように
問題提示にも毎時間工夫を試みた｡
次に､｢Check段階｣である｡生徒の学習憩変をチ
ェックし､望ましい態度で瀕業へ臨んでいるかを期待感
も含め観察､点検､指導をおこなう｡既習事項のチェッ
クも毎時間必ずおこなった｡
そして､但且段階｣に入る｡ここでは一人ひとりが自
力解決をする場である｡時間の管理をしながら､自由な
発想で思考を拡散させる｡自ら考える自力解決は大事な
活動である｡そのために十分な時間を確保した｡この自
力解決のとき､最も重視して取り組んだのが ｢○つけス
トローク法｣である｡この具体的な教授方法とその効果
については､愛知教育大学の志水が棟ざまな沓籍や論文
のなかで提案されている｡｢素晴らしい考えだ!｣｢ここ
までOK!｣｢完藍!｣｢もう少しだね!｣｢いい線いって
る｣と常に酌分骨定の艶麗で､机間支援しながら｢○つ
け｣と ｢プラスの声かけ｣を全員におこなっていったO
外発的な動鮒 けだが､学習定欲を高める上で生徒には
?
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大変効果があったと思っている｡
そして､｢呈上旦段階｣であるOこの段階では､′トグル
ープでの話し合い活動をおこなう｡注意すべき指導の留
意点は､自分の解決の観点をはっきりと持つことを意識
させることと､他者からの学びや発見を大切にした考察
や気づきである｡他者との交流の中で仲間に触発され､
新しい解法を考え出した生徒がいた｡予想しなかった
斬新でユニークな解答を考える生徒もたくさんおり､
びっくりすることも度々あった｡
最後に､｢Share段階｣である｡ここでは､そ
れぞれの見方や考え方のよさをクラス全体で共有す
るQ一人一役で全員が自分の解法を自分なりの数学的
言語を使ってアウトプットする時間である｡原則全員
が発表する｡低学力の生徒にも発表させた｡全員のや
り切り指導である｡ポストイット(付鼻紙)を利用し
た相互評価もおこなった｡一人では気づかないことを
みんなで発見し､クラスのみんなで数学を創っていく
ことを大切にしながら授業を展開していった｡
そして､授業の終わりにおこなうのが ｢自己費価｣で
ある｡授業を振り返る活動の場だが､毎時間必ずおこな
った｡自由に記述することを原則とした｡だから､それ
を見ると指導者側のFBにもなる｡全員に赤ペンを入れ
て返却し､振り返る力を垂うとともに,次回の学習に対
する動機付けになるよう自己評価を活用した｡コメント
の内容によっては､個別指導もおこなった｡
以上が､オープンアプローチの授業を展開していく際
の各段階における数学的活動の工夫である｡数学の授業
はいつも答えが一つで｢Closed｣であるという印
象が∈出走たちのなかにあるO韓者はその概念を取っ払い
たいと考えている｡数学は本来 ｢Open｣な精神を大
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切にした学問である｡常に授業を開き続けていく姿勢を
大事にして､全授業を実践していった｡
5.意欲を高める5つの方法的改善の考察
(1)オープンアプローチによる数学的活動
全9時間で扱った間葛は3題だけである｡オープンプ
ロセスの問題が2題｡オープンプロブレムの間鬼が1鼠｡
いずれも､図形領域の問題である｡3題､受講者18名で､
あわせて 173個の反応があった｡(この数字は､正反応
以外の誤答も含めた拡散性を表す)この ｢173｣という
数字についてどう分析するか､数字の読み取り方は難し
い｡しかし､筆者は､思った以上に多様な考え方が見ら
れたと思っている｡オープンアプローチという学習は生
徒にとって初めての経烏針ぐある.そのことを考慮しても､
当初の予想を上回る多様な反応が数多く見られたことは
評価できる｡全員が矩表する場面では､友達の着想の良
さや三脚肖らしさに驚いたり､尽し､していた梯tもうかが
えた｡筆者自身､子どもたちの柔軟な発想に改めて関心
させられたO特に､特徴的なことは､下位成続の生徒が､
他の生徒の気づかない点に着目して答えている点である｡
もちろん全員ではないが､オープンアプローチによる数
学的括動の他にない良さであろう｡オープンアプローチ
の学びは､数量の中に発生する;i力差という聞損を克服
し､全員の学力を底上げしていく可酸性に富む学びなの
であるC
(2)自力解決における探求活動
授業における自力解決の時間は約 10分程度の活動で
ある｡どの生徒も集中して取り組むことができた｡自力
解決が成立するためには､子どもに合った適切な問題設
定と適切な指導者のアプローチが欠かせない｡基本的な
ことだが､一つの問窺､そして､一つの発間を練りに練
って､教材研究しなければいけない準備力の大切さを学
んだ｡授業への入り方は同じでも､子ども実態が違うと､
反応の碇と質に大きな差が出てくる.一人ひとりの解決
意欲につながるように､教師が柔軟に対応していかなけ
ればならない｡自力解決の場面では ｢○つけストローク
法｣で部分肯定と声かけを柿趨的におこなった｡○つけ
では､○をつける場所をピンポイントで絞り込み､発想
の級卓に○をつけていった｡これは､学習の意欲付けや
動後付けとして大変有効だと思われるoHできそうだ'と
いう解決の見通しを持たせることで ｢やる気｣の持続力
がまったく違うことを感じた｡ただ､問亀解決の見通し
を 100%もたせてしまうと､逆に意欲減退につながる恐
れがある.注意が必要である｡韓者が自力解決の場面で
一番困ったのは､想定外の反応が見られた場合の教師の
対応である｡リアルタイムで瞬時に判断して適切な指導
助言をおこなっていかなければならない｡想定外の反応
に対する瞬時の適切なアドバイスはプロの技であり､現
場での実践で磨いていかなければ身につかない｡教師の
120%の準備力と､子どもの良さをその場でつかんで活
かす力 (ライブ能力)がまだまだ弱いことを痛感した｡
教師はつねにどんな場面でも､"現場から学ぶ‥ 目`の前
の子どもたちから学ぶ'｢反省的実践者｣でなければなら
ない｡
(3)小グループでの協同的活動
今回の授業では′トグループ (3-4人)での活動を必ず
取り入れた｡｢他者との交鼠｣｢数学的コミュニケーショ
ン｣の活性化がねらいであるOこれは､単にブル-プ活
動を授業へ組み込めばよいということではない｡机をあ
わせても､黙りこくっている生徒もいる.中身が肝心な
のである｡意味あるグループ活動という点で大きな反省
が残った｡ただ､まったく効果がなかったのかといわれ
れば･必ずしもそうではないO友達に声をかけたり､助け
を求める光景も見られるようになった｡自己評価の感想
欄に r最初はなれなかったが､仲間と話し合うのが楽し
い』というコメントが授業を重ねていくなかで出てきた｡
グループでの話し合いのなかで新視点をみつける生徒も
出てきた｡"子どもたちは対話を求めている'ことを授業
をやりながら体書した｡自分が考えたことをお互いに発
表すれば､自分とは異なった考え方や見方を学習する機
会になる｡学び支えあう雅団づくりにもつながる｡
人とのかかわりが希薄になっている今日､数学的コミ
ュニケーションはお互いの仲間意識を高める上で､また､
集団の学力を底上げしていく上で大切なキーワードの一
つになるだろう｡授業改善を考えるにあたり､他者との
対話 (交流 ･かかわり)を､これからもつねに意識して
いきたいと考えている｡
く4)集団における表現的活動
数学を表現するには ｢伝える｣｢聴く｣｢脊く｣作業が
必要である｡rなぜ? どうして?という自分の解答の根
拠や理由を相手に伝えよう｡Jr仲間の貴兄に耳を傾けよ
う｡Jこれらのことを繰り返し授業のなかで強調した｡し
かし､集団討.imや練りあいができる学習集団へ高めてい
くことは大変難しい｡
全体発表の場面は3回あった｡時間はかかったが､全
員に発表させたことは大変良かったと思っている｡それ
ぞれの自信につながったようである｡1回員より2回臥
3回目と程験を積むに従い､プレゼンが上達していった｡
ふざけて発表す生徒は一人もいない.お互いによく発表
を開いている｡数学が苦手な生徒でも最低一つは即答が
あるので比較的自信をもって発表ができる｡数学が苦手
で発表が不安な生徒へは､授業が始まる前に､事前指導
をおこなった｡これも効果的だった｡少しずつだが､数
学的な言語を使って､表現することができだしたのは成
果といえよう｡数学を表現する活動の大切さと難しさを
学んだ授業だった｡
(5)生徒自らによる反省的活動
4月からわずか9時間の授業だったが､短時間でもし
っかり自己評価が巨印ナるようになり､効果があることが
実感できた｡毎回の自己評価のコメントから､全体的に
生徒たちはオーブン7ブローチの授業に対して肯定的に
受けとめているようだ｡それは､授業中での子どもたち
の梯子や態度からもうかがえる｡授業を始めた当初に比
180-
ベ､自己評価の4晩年でB､Cをつける生徒はだんだん
と少なくなっていったo自分の学習を振 り返るメタ認知
能力や自己評価能力が少しずつだが育ちつつあることが
毎回の感想文や-学期終了時の感想からうかがうことが
できる｡
(6)オープンプロブレムの活動
第4次のオープンプロブレム (問題づくり)は初めてだ
ったようで､戸惑っている様子がみられた｡r問題を解く
よりも､つくることは難しいJ と書いている生徒が多か
ったoLかし､｢試行錯誤する楽しさ｣｢伝わる書UfJ｢わ
かる喜びやできる喜び｣を感 じている生徒がいるのも確
かである｡問題から問題をつくる数学的活軌は､生徒の
感想にもあるように､確かに難しい｡だが､教師の工夫
次第では､下位成紙の生徒にとっても十分取り組みやす
いものになると思った｡原題の扱い方､発展のさせ方等､
今後の課題として研究していきたい.(7)今後の課題
数学を考え､創り､表現し､分かち合う｡言葉でいう
のは簡単だが､その実践は本当に雄しい｡数学を自分で
考え､グループで考え､みんなで考える｡数学を考える
ということは､まさに数学を創る行為である｡たとえ､
結果は間違っていても､その考えていく行為そのものに
数学的な価値がある｡数学を考えること､そして､数学
を楽しむことをこれからも生徒と共に大事にしていきた
い｡
研究実践 してみて､オープン7ブローチによる学びに
は良い点がたくさんあることが改めて分かった｡実践し
ていくことの難しさもよく分かった｡数学教育に不易流
行というものがあるとすれば､このような枚障方法は間
違いなく ｢不易｣の部分に相当するものであると思う.
時代は変わっても､変わらず大事にしていかなければな
らない数学教育の原点や精神が根底に流れている｡
オープンアプローチによる学びには課題も多い.与え
る学習課題により､学習展開や学習の成果が大きく左右
されてしまうO問題開発や課題膿示の仕方を含めて､生
徒を引き付ける魅力的で有意尭な場面がつくりにくい｡
教師の授菜力や実動 や人間力等も問われてくる｡
中学校数学科のカリキュラム上への位濫づけ等も､時
間数削減の流れのなかで､今後の課題となる｡オープン
アプローチを日常化していくことは大変難しい問親だが､
日々の授業のなかでこのような活動が走者していけば効
果はもっと出てくると思われる｡また､意識調査からは､
全国学力調査等で指摘されている｢数学に対する有用性｣
(意托調査項目 10番)が育っていか ､ことがうかがえ
る｡数学の道具性や実生活との関連付けの閑適であるo
数学を活用する態度をいかに育成していけばよいのだろ
うか｡今後､研究していきたいテーマの一つになった｡
学力のコア (核)な部分は ｢学ぶ意欲｣｢学ぶ楽しさ｣で
あると先に述べたO今臥 選択数学を受講した生徒の学
力 (測れる学力)がどのように変化したのかは分からな
い｡しかし､子どもたちの "目に見えない意欲の面での
変化が生まれた"という事実を得ることができた｡この
.事実から､"自分の今後の実践の基本的な方向性をつかん
だ■と個人的は思っている｡
オープンアプロ-チの学びを中心にした ｢活動的｣｢協
同的｣｢表現的｣｢反省的｣な活動の実践は､数学という
学びの世界へ子どもたちを導いていく つの入り口に過
ぎない｡自らが考えた解答や自らつくった問題が何らか
の形で認められ､学力差はあるものの､教主という場で
みんなから序列されることなく正当に評価される｡この
ような活動のなかで､生徒一人ひとりの心が満たされて
いく｡それは小さな満足感であり､些細な喜びであるo
Lかし､このような些細なことのなかに大切な学びの価
値が隠されているような気がしている｡その他にも､大
変多くの気づさと学びがあった｡反省が尽きることはな
いCこの研究実践で得た成果と喜果題をもとに､更なる授
業わ質の改善に研耕していきたいと考えている0
6.研究のまとめと問題提起(中学校数学科カリキュラム
開発の視点から)
思考力 (創造性の基礎)こそが21世紀型学力の要で
あるとよく言われる｡しかし､基礎学力のコア (核)な
部分は ｢学ぶ恵欲｣｢学ぶ楽しさ｣であると筆者は考えて
いる｡これからの時代は､それぞれの学校の実矧 こ応じ
た学力と意欲のマネジメントができる授業､教科､学校
システムづくりが問われてくると筆者は考える｡
【数学授業カリキュラムづくり】
准看の提案した授業モデルは､教師と生徒が相互主体
的に関わりながら授業を創りだそうとしている点に特
徴がある｡
また､マネジメントサイクルの手法を取り入れているこ
とから､よりよい数学授業へと質を改善していく学習シ
ステムであるともいえる.これからは､説明費任だけで
なく結果常任が問われてくる時代であるO授業をマネジ
メントしていく教師の音ま鼓改革､及び､教師の自律性と
専門性がますます重要になってくると思われる｡
【数学科･教科カリキュラムづくり】
確かな学力と学ぶ意欲という視点から､中学校数学科
のカリキュラムを考えたときに､左図に示すような｢習
得と探求の2サイクル学習｣が目に見えるカリキュラ
ムとして大変示唆に富む提案と考える｡ただ､問題は
数学科カリキュラム全体における｢リンクとバランス｣
｢昏大化と最適化｣であろうO各学校の実射 こより十
分配慮する必要がある｡
【学校カリキュラムづくり】
確かな学力と学ぶ意欲という楓卓から ｢学校力｣を
向上させる学校か ノキュラムも必要であると考えてい
る｡そのために学校の自律性や理念､ミッションが問
われる｡基本的には､学校改革は授黄からという深い
認識を全職員がもち､お互いの実践をシェア-し合え
るような同株性の構築と親戚マネジメント (今ある資
-81-
源を位大泊用する)が必要であると個人的には考えて
いる｡
｢管得サイクル型｣とr探究サイクル型｣の学習
口 TMalサイクル
一8 指事 f すIJr,抄 イクPLP ,{,シスと1J-i?ど
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